























































































































































































































































































































①  趣旨 
②  戦争展のための大学史資料 
③  戦没学徒の遺品状況 
３． 遺品展批判 
①  遺品展スタイルの限界 
②  遺書との「直接対話」の危惧 
４． 二つの視点 
①  大学に対する学生からの批判 
②  「彼らかく生き かく戦えり」 
５． 事実の問題をめぐって 
①  正しい事実は？ 

















































































































































































































































































































































































































































































































8) 前掲７）、p.p. 7 





                                                                      
11) 澤地久枝『ミッドウェー海戦』、文芸春秋、
1986年。ただし、発表用レジュメ『大学史にお
ける戦争展の試み』、p.p. 3から引用。 
12) なお、関西大学の自校史教育の取り組みに
ついては、2010年度全国研究会におけるパ
ネルディスカッションにて今回の報告者より若
干紹介されている（『研究叢書 第12号』全国
大学史資料協議会、p.p. 97-99） 
13) 関西大学第一高校、関西大学北陽高校、関
西大学高等部を指している。 
14) 近年では大学に功績のあった人物・スポー
ツ選手など、さまざまな工夫を凝らした企画展
を毎年開催している。 
15) 本学の自校史教育の試論として、藤田佳久
「愛知大学自校史教育試論」（『愛知大學 文
學論叢 第143輯』、愛知大學文學会、2011
年）がある。 
16) アーカイヴズ展「米沢と本間喜一」 
会期：2013年11月3日～11月30日 
会場：愛知大学大学記念館 
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